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1. 研究の自的混課題総方法

現代社会において、 fコミュニケーション能力jが重要視されている。しかし、 fコミュニケ

ーションj としづ言葉が多用されているにも関わらず、教育の現場や企業における

確保@育成などの文脈において、「コミュニケーションjとしづ概念、がそもそも伺を意味してい

て、教育や人材育成の誘趨に、「コミュニケーションJt: v ¥う畿長からどのように取り

か、ということが明確になっていなし吋松本、 2011)という

から十分に理解されていないように感じる。 rコミュニケーションjとし1う含誕の殺i柴が拡散し

ていることによって人々が擦り屈されている現状を「コミュニケーショ

扱う企業三社へのインタビュー欝査を行い、実際に「コミュニケーション能力Jを

ための講座に参加することを通して、今後の fコミュニケーション能力j の在り

討する。
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序章問題の所在と本新究のE告とj

とりまく fコミュニケーションj

第二章行政による「コミュニケーション能力jの概念

第三章 「コミュニケーション能力j産業が捉える「コミュニケーション能力j

終章 「コミュニケーションJの解体

3. 概要

序章では、「コミュニケーションjや「コミュニケーション能力j としづ言葉が多義的で使い

勝手が良いことにより、人々が振り屈されてしまっているのではなし¥かとしづ問題意識を提示

した。人間関係のあらゆる問題を「コミュニケーションj の問題であると一言で表現すること

ができるが、「コミュニケーションjのどの部分に問題があるのかということを考えなくなって

しまい、問題の原因が不透明化してしまったり、「コミュニケーション能力jさえ身につければ

人間関係は全て上手くいくと考えられがちであることによって、人々が「コミュニケーションj

をとることに憶病になってしまったりしている。

第一章では、現代の青少年が「コミュニケーション能力jが万能な能力であると考えている
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こと、自分と異なるグループに所属している人との「コミュニケーションj を苦手とする傾向

にあることが若者の「コミュニケーション能力jが低下していると言われることにつながって

いることについて分析した。時間と空間の制約を超えて、異質な人々がつながりあうことを技

術的に可能にしたシステムが、その反作用として、同質な人々がお互いにつながりあうことを

容易にする手段となっており、若者が異質な人々と関わる機会を減少させているのだ。

第二章では、学習指導要領や中央教育審議会の答申、コミュニケーション教育推進会議の議

事録等を分析することによって、学校教育における「コミュニケーション能力jの意味につい

て考察した。平成 23年に推進会議によって定められた「コミュニケーション能力Jの定義は、

言語活動の充実における「コミュニケーションJ(こ関する留意点に加えて、「コミュンニケーシ

ョンJ障が異なる人と対話ができるようにすることであるとわかった。

第三章では、「コミュニケーション能力jを向上させるための商品を扱っている企業三社にイ

ンタピュー調変を行ったり、実際に講座に参加したりすることによって、「コミュニケーション

能力Jが教育産業として成立している現状を分析し、各企業はそれぞれ異なる「コミュニケー

ションjの捉え方をしているが、「コミュニケーションjの意味が拡散している状況を問題視し

ている現状を明らかにした。

終設では、「コミュニケーションjや「コミュニケーション能力jの意味が拡散していること

によって人々が混乱してしまっている状況を打関するために、「コミュニケーションjという言

葉を分類することを提起した。そのひとつの方法として、自分の意見を考えること、考えを整

理することを表す f自己理解的コミュニケーションム他者の意見や気持ちを理解する「他者理

解的コミュニケーションJ、自分と他者の意見を理解した上で、その関係の望ましいあり方を考

え、それにあわせて意見をすり合わせる「関係的コミュニケーションjの三つに分類する方法

を提案した。
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